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Ⅰ 調査の概要 

 
１．実施概要 

 

●調査方法：アンケート調査（郵送法：調査票郵送，郵送回答，督促なし） 

●標本数：３，０００人（市内在住の２０歳以上から無作為抽出） 

●調査実施日：平成２１年８月２６日（水）～平成２１年９月９日（水） 

●回収結果 

標本数 

（Ａ） 

回収数 

（Ｂ） 

うち有効回答数 

（Ｃ） 

回収率(%) 

Ｂ／Ａ Ｃ／Ａ 

3,000 971 960 32.4 32.0 

●調査内容 

①スポーツへの関心度・スポーツへの取組について（問１）    

②京都シティハーフマラソンについて（問２～４） 

③京都シティマラソン（仮称）について（問５～１０）  

④属性 

 
２．調査結果の概要 
 

（１）事業の認識度 

①京都シティハーフマラソンは，８割以上の人に認識されている。一方，京都シティマラソン（仮称）の開

催が準備されていることについては，本格的な広報をしていないにもかかわらず，すでに約３割の人が認

識している。 

 

（２）マラソン大会を京都で開催することについて 

①約６５％の人がマラソン大会は「京都らしい」と感じ，その主な理由は「京都はマラソンのまちというイ

メージがある」ためとしている。 

  ②京都シティハーフマラソンについて，４割近くの人が「市民スポーツや競技スポーツの振興にとってよい」

ことで，「休止は残念」と感じている。 

③京都シティマラソン（仮称）実施については，「京都シティハーフマラソンの実績や京都の魅力を活かし，

こうしたスポーツイベントをすることはよいことだ」と半数以上が感じている。 

 

（３）マラソン大会実施に関して 

①京都シティマラソン（仮称）が開催された場合，約４９％の人が「コース沿道で応援」したいと回答し，

また，給水や清掃などの手伝いをしたい人が約２０％いる。 

②京都シティマラソン（仮称）が開催される場合には，「環境に配慮し」，また，「交通規制の事前広報をし

っかり行う」大会とすることが望まれている。 

③京都シティハーフマラソンで「迷惑に感じたことがある」人は，回答者の約１割で，迷惑の内容は「交通

渋滞に巻き込まれた」が最も多い。 

④自宅周辺がマラソンコースになった場合，約６６％の人が「応援などで楽しみたい」「よいことなので楽

しみたい」「コースになれば誇らしい」と回答し，積極的な評価をしており，「せっかくの休日に迷惑だ」

と答えた人は，約４％であった。 

⑤京都シティマラソン（仮称）開催時には，交通規制による不便を減らすため，「規制時間やう回路に関す

る十分な事前広報」や「警備員やスタッフによる適切な誘導や案内」が大切だと多くの人が回答している。 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 
 

１．回答者の属性                                        

 

①性別                     ②年齢 

区分 人数(人) 百分比（％） 

男 508  52.9

女 412 42.9

無回答 40 4.2

人数(人) 百分比（％）区分 

87 9.120 歳代 

135 14.130 歳代 

170 17.740 歳代 

142 14.850 歳代  

③居住地１（区別） 206 21.560 歳代 

区名 人数(人) 百分比（％） 

北区 83 8.6

上京区 65 6.8

左京区 109 11.4

中京区 69 

190 19.870 歳代以上 

30 3.1無回答 

 

7.2 ④職業 

東山区 25 2.6 人数(人) 百分比（％）区分 

山科区 85 8.9
１ 自営業・自由業 157 16.4

下京区 47 4.9

南区 48 5.0 ２ 会社員・公務員

など（正社員） 
229 23.9

右京区 129 13.4
３ 会社員・公務員

など（パート） 
110 11.5西京区 108 11.3

伏見区 159 16.6
４ 主婦・主夫 204 21.3無回答 33 3.4
５ 無職 159 16.6 
６ 学生 25 2.6  居住地２（京都シティハーフマラソン沿道別） 

区分 人数(人) ７ その他 34 3.5百分比（％） 
８ 無回答 42 4.4沿道 118 12.3

 沿道以外 727 75.7

無回答 115 12.0

 

 

 

 

 

○ 複数回答の百分比の合計は１００％ にならない。    
（注） ○ 百分比の合計は端数処理の関係で１００％ にならないものもある。 
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２．マラソン大会の認知度と評価                                            

 

（１）マラソン大会の認知度 

 ●１６回の実績のある京都シティハーフマラソンの認知度は高い。これと比べて，本格的な広報をしていない

京都シティマラソン（仮称）の認知度は低いが，認知度を高めるのは今後の課題である。 

 
京都シティハーフマラソンの認知度

10.9% 31.6% 42.2% 13.1% 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）マラソン大会の評価 

●約３人に２人が，マラソン大会は京都らしいと思っている。その理由は，京都には「マラソンのまちという

イメージがある」からだとする人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都シティマラソン（仮称）の認知度

12.8% 15.6% 64.9% 6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

知っていた 聞いたことがある 知らなかった 無回答

　マラソン大会は京都らしいか

京都らしいと

思う

65.7%

京都らしいと

思わない

30.7%

無回答

3.5%

よく知っていた およそ知っていた 名前くらいは知っていた 知らなかった 無回答

京都シティマラソン(仮称)の認知度

京都シティハーフマラソンの認知度 

5.5

20.8

29.8

78.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

京都の伝統や文化を活かしたスポーツイベントだ

京都は全国のランナーのあこがれのまちだ

京都はマラソンのまちというイメージがある

（％）

「京都らしい」と思う理由（複数回答）
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 ●京都シティハーフマラソンは，スポーツ振興に役立ち，まちに活気を与え，観光振興にも役立っていると考

える人が多く，休止は残念だと思っている人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.0

17.7

18.3

18.4

20.3

20.7

24.4

25.2

35.9

38.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

その他

京都らしいマラソン大会である

国内外に京都をアピールしている

とくに思うことはない

市民交流に役立っている

京都の名物行事の１つである

観光振興に役立っている

活気を与えている

休止は残念だ

スポーツ振興によい

（％）

 京都シティハーフマラソンに対する評価（複数回答） 

 

 

●京都シティマラソン（仮称）の開催は，ハーフマラソンの実績を活かせる，まちに活気を与える，京都の情報 

発信，観光オフシーズン対策に有効だと考える人が多い。 

 

5.3

9.5

10.0

27.5

30.8

35.0

36.8

52.9

0 10 20 30 40 50 60

その他

なくてもいい

とくに思うことはない

他都市同様，京都でも開催した方がいい

オフシーズンの観光客誘致に有効だ

京都を国内外に発信する上で，よいことだ

京都の活性化にとってよいことだ

京都シティハーフマラソンの実績を活かしていて，よいことだ

（％）

京都シティマラソン（仮称）について（複数回答） 
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（３）京都シティマラソン（仮称）のあり方 

  

 ●京都シティマラソン（仮称）では，沿道で応援するという人が最も多い（約４９％）が，その他に，給水や

清掃などの手伝いをしてもいいと考える人も約２０％いる。ランナーとして参加したいと思う人は約６％で

ある。いっぽう，参加・応援したくない人や，参加したいができないという人もそれぞれ約２０％ある。 

 

3.2

0.9

1.8

4.6

5.9

5.9

8.3

17.4

18.3

19.5

48.5

0 10 20 30 40 50 6

その他

経済的な支援

ホームステイの協力

市外から参加するランナーの案内

ランナーとして参加

知人・友人への参加・応援の呼びかけ

ボランティアとして参加

参加したいが、できない

参加・応援したくない

給水や清掃などの手伝い

沿道での応援

（％） 0

 
京都シティマラソン（仮称）とどうかかわるか(複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●京都シティマラソン（仮称）は，環境に配慮した大会にすること，また観光スポットをまわるコースで，市民

参加型の大会にすることが望まれている。同時に，交通規制等の事前情報提供や大会の広報活動が大切だと考

える人が多い。 

 

3.3

25.1

28.2

30.4

33.0

35.2

37.1

45.2

48.3

0 10 20 30 40 50 6

その他

十分な広報活動，情報公開をするとよい

参加者を温かく迎えるおもてなしをするとよい

市民生活の支障にならないコースにするとよい

市民参加型の大会にするとよい

観光スポットをまわるコースにするとよい

もっと広く情報提供をするとよい

交通規制の事前広報をしっかり行うとよい

環境に配慮した大会にするとよい

（％） 0

京都シティマラソン（仮称）のあり方（複数回答） 
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３．京都シティマラソン（仮称）開催に向けての課題                           

 

（１）京都シティハーフマラソン時の迷惑 

 ●京都シティハーフマラソンを迷惑だと感じた人は全体の１０％で，約８７％の人は迷惑と感じたことはない。 

 ●京都シティハーフマラソンの沿道に住んでいる人のほうが，沿道ではない人に比べて迷惑に感じた割合が高

いが，沿道に住んでいる人の約７８％は迷惑に感じたことはないと回答している。 

 

京都シティハーフマラソンの迷惑感

迷惑に感じた
ことはない

86.6%

無回答
3.4%

迷惑に感じた
ことがある

10.0%

京都シティハーフマラソンの迷惑感
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住所（ハーフマラソン沿道･非沿道）×迷惑感（問４）

78.0

90.1

19.5

7.8 2.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

沿道

沿道以外

 

 

 
迷惑に感じたことはない 
迷惑に感じたことがある 
無回答

迷惑感と京都シティハーフマラソンの沿道との関係 

 

 

 

 

 

 ●迷惑の内容は，交通規制・渋滞関係が多い。 

 

0.3

0.5

0.6

0.9

2.0

3.0

4.0

6.7

0 1 2 3 4 5 6 7 8

自宅周辺が混雑して落ち着かなかった

その他

商売に支障があった

自宅周辺にゴミが捨てられていた

仕事で移動中，交通渋滞に巻き込まれた

交通規制等のため，遠回りをして歩いた

交通規制等のため，予定を変えた

自動車で移動中，交通渋滞に巻き込まれた

（％）

迷惑の内容(複数回答)
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（２）京都シティマラソン（仮称）開催時の課題 

●仮に住まいが京都シティマラソン（仮称）のコースの沿道になった場合，「せっかくの休日に迷惑だ」と答

えた人は，全体の約４％と少なく，「多少の迷惑はあるだろうが，応援などで楽しみたい」「１年に半日く

らいはしかたがない」と，少しくらいの迷惑はあっても受け入れる人の割合が高い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●住まいが京都シティマラソン(仮称)のコースの沿道になった場合，「応援などで楽しみたい」「よいことな

ので楽しみだ」「コースになれば誇らしい」のどれかの回答の人（積極的な評価）の割合と，「１年に半日

くらいはしかたがない」「準備したい」「主催者の対策が必要」「しかたがないので遠回りする」「通り過

ぎるまで待つ」「なんとも思わない」のどれかの回答の人（消極的な受容）の割合と，「せっかくの休日に

迷惑だ」と回答している人（消極的な評価）の割合を比べると，積極的な評価の人の割合が高い。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(グループ集計）

消極的な受容
27.6%

せっかくの休
日に迷惑だ 

3.8%

その他
2.5%

積極的な評価
66.1%

住まいがマラソンコースの沿道になった場合

(グループ集計) 

2.5

3.0

39.1

42.2

54.1

0 10 20 30 40 50 60

その他

とくに何とも思わない

ランナー

コースになれば誇

しかた

主催

京都で開催されることは

事前に十分な広報を

１年に

多少の迷惑はあるが，応

（％）

3.8

15.3

18.8

22.3

23.0

35.4

せっかくの休日に迷惑だ

が通り過ぎるまで待つ

らしいので，気にしない

がないので遠回りする

者による対策が必要だ

よいことなので楽しみだ

してもらい準備をしたい

半日くらいはしかたない

援などで楽しみたい

住まいがマラソンコースの沿道になった場合(複数回答) 
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●京都シティマラソン（仮称）開催時には，交通規制による不便を減らすために，「規制時間やう回路に関す

る十分な事前広報」や「警備員やスタッフによる適切な誘導や案内」が大切だと多くの人が回答している。 

 

3.6

37.6

52.0

75.1

82.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他

自家用車を規制し，公共交通の優先

う回路の充実

警備員による適切な誘導・案内

規制時間・う回路に関する十分な事前広報

（％）

どのような対策が必要か(複数回答)  
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